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【小論文テーマ】 

つぎの設問から一つ選択して，1,000字以内で解答せよ。 

 

1．現代社会において、インターネットやビッグデータ、人工知能(AI)などの情報技術の進

展がどのように企業の競争力や労働市場に変革をもたらしているかについて考察しな

さい。その際に、①競争力向上、②グローバル化、の２つのキーワードを含めること。 

 

 

2．エネルギー資源は経済活動の基盤であり、その需要と供給は世界的な関心を集めてい

る。以下の3点について触れながら論じなさい。 

(1)エネルギー価格の変動が個人や企業に与える影響について  

(2)(1)を受けた日本政府のエネルギー戦略について 

(3) 再生可能エネルギーの課題について 

 

 

【出題意図】 

１．では近年の情報技術の進展が、経済の生産性向上、特に企業サイドにどのように寄与し

ているかに着目して論述できるかを問うた。 

２．では近年のエネルギー価格の高騰が経済に与える影響について、経済学における主要

プレーヤーである個人・企業・政府それぞれの側面に着目して論述できるかを問うた。 

 

【回答例】 

１． 

データ活用による意思決定の迅速化、AI による在庫管理などの生産性向上が、企業の生

産性向上に寄与していること。また、インターネット地理的制約の撤廃が、国境を越えたビ

ジネス展開を可能にしていること。それらが人材の流動化を生じさせていることなどに言

及する。負の側面として、労働市場での格差拡大などを指摘してもよい。 

 

２. 

日本を含む世界で、エネルギー価格の高騰が企業の生産活動や個人の消費活動に影響を

与えていることを指摘する。日本のようにエネルギー資源を外国に依存している国と、自

給できている国の違いに言及してもよい。また、発電手法の転換やハイブリッド・電気自動



車の開発や普及を促進させるための日本政府のインセンティブ政策について説明する。化

石燃料と比較した再生可能エネルギーの優位性と限界も指摘する。 
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【小論文テーマ１】 

Chat GPTなどの生成系AIがビジネスに及ぼす影響についての見解及び、AI と人間

が共存する未来の企業についてどのように考えるのか。 

 

【出題意図】 

小論文では、３年次から編入し経営学分野を学ぶ上で必要な基礎学力と情報収集能力

をはかるために、「知識・理解」「思考力・判断力・表現力」を問う問題を出題している。また、

出題された問題の内容を踏まえ、自分の考えを指定された字数で、論理的に説明できる

力があるかを確認するための試験である。 

 

【回答例】 

模範解答(800字程度:752字) 

AI 時代の到来により、人間に求められるスキルやキャリアも大きく変化していると考え

ている。 

ChatGPT が登場してから、生成 AI の市場規模は飛躍的に拡大し、現在では、世界で

4兆円に、2030年にはその5倍になるともいわれている。なぜなら、データの数値分析

や不良品の検知といった特定の業務プロセスに有効な従来の識別系 AI に対し、生成 AI

はさまざまなビジネス領域で活用できると考えられているからである。自然な言葉を使っ

て指示できることが最大の特長である生成AIは、あらゆる事務業務や現場作業に活用で

きると期待され、人材不足の解決手段として注目されている。 

また、生成 AI を本格的に導入している企業では、生成 AI によって年間の総労働時間

のうち約 2０%の削減が可能となり、削減した時間を、顧客への応対の強化や、新商品の

開発、ワークライフバランスの向上に充てることが可能であると予測している。以上のよう

に、生成AIは従来のビジネススタイルを大きく変革する万能なツールとして期待されてお

り、さまざまなビジネスにおいて積極的な導入が進んでいる。 

生成AIが普及するにつれ、AIやロボット向きの仕事から置き換えが進むといわれてい

るが、新しい技術の導入に抵抗がなく、高齢化社会が進む我が国にとって、このような動

きは必要かもしれない。一方で、失業者が増える可能性も否定できないため、受け入れが

進まない可能性もある。生成 AI が幅広い分野で活躍するようになることで、人間の仕事

の役割が大きく変わる可能性がある。これにより、雇用の形態が変化し、人間はAI と共存

しながら新たな仕事を生み出す必要が生じる。社会は AI の力を活用しつつ、人間にしか

できない創造的な仕事や感情的な支援が求められる時代へと移行するだろう。人間と AI

のそれぞれの強みをいかに発揮しているのかが今後の課題と考える。 



【小論文テーマ２】 

日本企業がグローバル化することでどのようなメリット・デメリットがあるかについて自

動車メーカーを事例として説明しなさい。 

 

【出題意図】 

小論文では、３年次から編入し経営学分野を学ぶ上で必要な基礎学力と情報収集能力

をはかるために、「知識・理解」「思考力・判断力・表現力」を問う問題を出題している。また、

出題された問題の内容を踏まえ、自分の考えを指定された字数で、論理的に説明できる

力があるかを確認するための試験である。 

 

【回答例】 

模範解答(800字程度:75２字) 

日本の自動車メーカーは、これまで国内で培ってきた技術力と品質管理のノウハウを活

かしながら、海外市場への進出を加速させることで、グローバル市場での競争力を維持・

強化していくことが期待されている 

自働車の市場拡大において、日本の自動車メーカーでありながら、海外へ進出し、現地

の自動車メーカーのようになる、という戦略がとられてきた。この方法だと、現地法人が

車を作るため、会社運営は現地法制に従うことになるが、国同士の交渉で自動車の関税

が上がって販売に支障をきたすといった影響もないため、自動車メーカーにとってのメリ

ットと考えることができる。また、現地工場のある地域の税収が増え、雇用も増え、その会

社と取引のある会社も潤うという好循環を生み出していくこともメリットである。 

その一方で、海外市場は日本とは異なる文化や消費者ニーズを持っているため、現地市

場の理解が不足していると、期待通りの成果を上げることができない。現地の法律や規制、

文化的背景を無視した製品やサービス展開は、失敗の原因となることが多い。また、海外

に拠点を設立したり、現地法人を運営したりするためには、多額の投資が必要であり、為

替リスクや関税、現地の賃金の高騰など、コスト管理が難しい場合もある。さらに、多言語

を話せる人材や、異文化理解に優れた人材が不可欠だが、多くの日本企業は、こうしたグ

ローバル人材が不足している現状に直面している。 

日本企業がグローバル化することによって、新たな市場での成長機会を得られる一方、

現地市場の理解不足や人材不足といった課題にも直面する可能性があり、特に、異文化対

応や現地のビジネス慣習を理解したグローバル人材の採用が、今後の課題といえる。AI

時代の到来により、人間に求められるスキルやキャリアも大きく変化していると考える。 

 

 

 

 



【小論文テーマ３】 

ウーバーイーツなどの「プラットフォームビジネス」のビジネス・モデルはどのようなもの

か。また、それは現在、どのような問題を抱えているのか論じなさい。 

 

【出題意図】 

小論文では、３年次から編入し経営学分野を学ぶ上で必要な基礎学力と情報収集能力

をはかるために、「知識・理解」「思考力・判断力・表現力」を問う問題を出題している。また、

出題された問題の内容を踏まえ、自分の考えを指定された字数で、論理的に説明できる

力があるかを確認するための試験である。 

 

【回答例】 

模範解答(800字程度:７７４字) 

 プラットフォームビジネスとは、インターネット上でサービスや商品の提供者とユーザー

を結びつける場を提供するビジネス・モデルである。例えば、企業の広告デザインを発注す

る場合、多くのデザイナーが登録されているプラットフォームがあれば、企業は条件にマッ

チする人を探しやすくなり、デザイナーもプラットフォームに登録することで、仕事を効率

的に受注できるようになります。 このように、プラットフォームビジネスは双方が効率的

に取引できる環境を提供し、利便性を向上させるとともに、従来の商取引にはなかった新

たな仕組みを築いてきた。フリマサイトである「メルカリ」や、農家からの産地直送からお取

り寄せできる通販「食べチョク」は、TVCM によって大きく利用客を増やしている。このよ

うに、プラットフォームビジネスへの参入により、企業は事業価値向上と利益拡大の双方

を実現できる可能性がある。 

 一度商品を購入したり、サービスを利用して満足した顧客が SNS を通じて別の顧客を

呼んでくれたりして、クチコミ効果もメリットといえる。に顧客を増やし、ファンを育てられ

るという点でも、プラットフォームビジネスは魅力的だと評価できる。 

プラットフォームビジネスは、ネットワーク効果が強みであるといえる。ネットワーク効果

は利用者が増えることが前提となるが、その利用者を増やすには、集客対策が重要である。 

そのため、かなりの集客コストが必要となることも課題の 1つである。 

その一方で、プラットフォームビジネスの参入初期は集客に苦労する傾向にある。ユー

ザーが少ない状態のため、商品やサービスの提供者もプラットフォームに価値を感じない。 

また、取引される商品やサービスの質を運営者ですべて管理することが難しいため、プ

ラットフォーム上ではユーザー間のトラブルが発生する場合があり、プラットフォームビジ

ネスのデメリットである。 
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【小論文テーマ】 

SNSにおける曖昧な表現による誤解 

 

【出題意図】 

現代は SNS の普及により容易に意思伝達ができる。しかし、容易である故に表現が多

様化し、様々な誤解が生じるおそれがある。この問題では①言語表現の曖昧さに気づかせ

る、②曖昧な表現をどう補えば誤解が減るのかを考えさせる、③「曖昧さの分析」だけでな

く、自分の経験を踏まえて書かせることで、思考力＋自己表現力を同時に見る、④「SNS

等の普及により」と書かれていることから、現代的な背景を意識させる、の 4 つの観点か

ら、現代的なSNS リテラシーを踏まえる力を測ることを意図している。 

 

【回答例】（800字以内） 

最近は SNS で気軽にやり取りができるようになりましたが、その分、相手に正しく気持

ちが伝わらず、誤解が生まれることも多いと感じます。たとえば例（1）の「何で来るの？」

という言葉は、「交通手段は何？」という意味のつもりでも、「なんで来るの？」と理由を聞

かれているように感じる人もいます。そうならないためには、「電車で来る？車？」など、

できるだけはっきり聞くことが大切です。 

例（2）も同じで、「いいよ」という返事が、「持ってきてくれていいよ」なのか「持ってこな

くていいよ」なのか分かりづらいです。こういう時は、「ありがとう、楽しみにしてるね」や

「気持ちだけでうれしいよ」と、相手に伝わりやすい表現を選ぶようにすることが大事だと

思います。 

私も友達との LINE で、「明日、駅で集合しよう」と言った時、「うん、分かった」と返って

きたのに、時間になっても来なかったことがありました。後で聞いたら、「何時に集合か分

からなかった」と言われ、ちゃんと伝えてなかった自分にも反省しました。それからは、

「10時に札幌駅集合ね！」と、できるだけ詳しく伝えるようにしています。 

SNS では、顔が見えないぶん、短い言葉だけだと気持ちが伝わりにくいです。誤解を防

ぐためには、「どう書けば相手にちゃんと伝わるか」を考えて、はっきりした表現を心がけ

ることが大切だと思います。気軽なやり取りの中でも、ちょっとした気配りが、良い人間関

係につながると思います。 
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【出題意図】 

 リベラルアーツ専攻での教育は、諸科学に親しみ、世界を視野に地域やビジネスの課

題を解決するための理解力や対話力、行動力を身につけることを目標にしています。 

そこで、①基礎的な知識、②社会的関心、③課題内容を読み解く力、④課題に対する

思考力、⑤自らの考えを論理的に表現する力を、総合的にみるため論述式で出題してい

ます。 

 

設問に共通した評価観点は次の通りです。 

・課題内容を適切に読み取れているか 

・自らの考えを導くための具体的な根拠を示しているか 

・回答文を所定の分量に収めるとともに、適切な文章表現をしているか 

 

設問ごとの出題意図は次の通りです。 

問 1．ラグビーの歴史的展開についての読解力と思考力をみる 

問 2．人工知能の進展による社会生活変容についての関心度と論理的表現力をみる 

問 3．北海道観光にかかる課題文とデータについての読解力と思考力をみる 

問 4．環境問題についての関心度と論理的表現力をみる 
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